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Irパイロクロア格子を持つ CuIr2S4 が 230K付近という比較的高温で金属絶縁体転移を示
すことが発見され [1]、フラストレートしたパイロクロア格子上での Ir3+/Ir4+の電荷秩序の
安定性の問題が提起された。Ir4+の電子配置は Ir 5d t2g 軌道に 1個のホールを持つことから、
この Ir 5dt2gホールの軌道秩序化に伴い Ir4+-Ir4+の２量体が形成されるモデルによって、フ
ラストレーションの効果を除きながら Ir3+/Ir4+の電荷秩序を伴う絶縁相を安定化することが
可能である [2]。一方、 Irの三角格子を持つ IrTe2も 270K付近に電気抵抗の異常を伴う構造
相転移を示し、CuIr2S4と同様な軌道秩序と Ir-Irの２量体を持つ可能性が指摘された [3,4]。
さらに、IrTe2は Ptドープによって超伝導を示すことが発見されて [4]、フラストレートした
格子上での Ir 5d電子の振る舞いが活発に研究されている。また、Ir 5d電子は t2g縮退縮退
を持つと同時に大きなスピン軌道相互作用を持つことから、新しいタイプのトポロジカルな
量子状態が発現することが期待されて注目を集めている。本セミナーでは、三角格子を持つ
Ir1−xPtxTe2にフォーカスし、（１）IrTe2の構造相転移に伴う劇的なバンド構造・フェルミ面
の変化とドメイン構造の形成 [5]、（２）超伝導相での複雑な多バンド構造とスピン軌道相互作
用の効果 [6,7]、（３）IrTe2の絶縁体相における特異な表面状態 [8]、の３点について角度分解
光電子分光の結果を中心に議論する。また、電子状態に関する実験結果に基づいて、バンド・
ヤンテラー効果やスピン軌道相互作用と Ir1−xPtxTe2の興味深い物性との関係を議論する。
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